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１．概要（Summary） 

金属ナノ構造体に励起される局在表面プラズモン

と，色素分子の励起子間には結合相互作用が形成され，

分極の位相の組み合わせにより2つのエネルギー状態

が生じる．この状態は強結合状態と呼ばれ，現在新た

なエネルギー状態を利用した新規反応経路の形成や，

光学デバイスの創出が期待されている． 

強結合状態における結合相互作用の強さを表す結

合定数は色素分子数に比例する．多数の金属ナノ粒子

を測定するアンサンブル測定では，複数の結合状態が

観測され，定量的評価が困難であった．本研究は電気

化学環境下での顕微散乱分光測定を行い，単一金属ナ

ノ構造体における結合定数変化の定量評価を試みた． 
 
２．実験（Experimental） 

導電性ガラス上にレジスト溶液をスピンコートし，その後

ホットプレート上で乾燥させることで，均一なポリマー層を

形 成 し た ．そ の 後 ， 超 高 精 度 電 子ビ ー ム 描 画装 置

(ELS-F125-U)を用いて電子線描画を行った． 

基 板 を 現 像 後 ， ヘ リ コ ン ス パ ッ タ リ ン グ 装 置

(MPS4000C1/HC1)によって Au をスパッタリングし，リフ

トオフを行うことで，基板上に金属ナノ構造を形成した．形

成した構造体の評価は電界放射型走査型電子顕微鏡

(JSM-6700FT) を用いた． 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

 Fig．に作製した構造体の SEM 像を示す．SEM 像より

異方性のある構造体の形成が確認され，10 nm 程度のギ

ャップ形成を確認した．本構造に対して 2 量体長軸方向，

短軸方向に偏光方向を変えて取得したスペクトルからは

異なる位置に極大共鳴波長を持つことが確認された． 

また，極大吸収波長が近接した色素分子を担持すると

スペクトル変化が観測され，強結合状態の形成を達成し

た．更に，本構造体に対して電気化学電位を制御しなが

ら取得した散乱スペクトルにおいては，散乱スペクトルの

変調が観測され，電気化学電位によって結合状態が変化

したことが示唆された．今後理論計算との対比を行うことに

よって，結合定数の定量評価が可能となる． 

高精度の描画装置によって上記成果が達成された．ナ

ノテクノロジープラットフォーム事業の装置と環境がなけれ

ば不可能な研究であり、さらなる装置の精度向上、きめ細

やかな技術支援、高分解能の評価装置を引き続き期待す

る． 

 

Fig．SEM image of Au nanostructure． 
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